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                        2022 年 10 月 22 日 

公益財団法人 日本セーリング連盟 

公益財団法人 広島県セーリング連盟 

 

上位 6 艇が 8 点差でひしめく、大接戦の 303 シングル 

丹羽 巧 選手が暫定 3 位でメダル圏内 

 

レース海面は広島観音マリーナの目の前。選手の家族や一般の人たちが観戦を楽しんだ 

 

レース日 2 日目。大会の行方は混沌としてきました。今日も風待ちで 1 時間遅れのスタートとなり

ましたが、その後はコンスタントに 6〜10 ノットの南風が吹き、午前中に出艇した 303 ダブル、午後

から出艇した 2.3 シングル、303 シングル、リバティ＆リバティサーボの全クラスが順調にレースを

消化しました。 

 

どのクラスも上位陣は接戦を繰り広げ、レース毎に順位が入れ替わる白熱した展開になりましたが、

特に点差が接近しているのが 303 シングルクラスです。2 日目でトップに立った Piotr Cichocki 選

手（ポーランド）から、6 位の Raphael Bizieux 選手（フランス）までの点差は 8 点。303 シングルは

上位 6 人がいずれもパラアスリートで、誰もがメダル獲得の可能性があります。日本の丹羽巧選手

（東京都パラスポーツ連盟）は第 3 レースで 2 位、第 4 レースでトップフィニッシュするなど昨日か

ら順位を 3 つ上げ、トップから 5 点差の暫定 3 位につけています。 



 

 

男女や障がいの有無にかかわらずに競う「アジアパシフィックチャンピオンシップ」で、303 シング

ル 7 位の Olga Górnaś-Grudzień 選手（ポーランド）は、「パラワールドセーリングチャンピオンシッ

プ」の女子 303 シングル部門で暫定 1 位です。大会 2 日目はポーランド勢が力を発揮した 1 日と

なりました。 

 

303 シングルで暫定 3 位の丹羽選手  

ポーランドの Piotr Cichocki 選手と Olga Górnaś-Grudzień 選手はペアを組み 303 ダブルにも出

場し暫定 2 位につけています。首位を独走するのは Christopher Symonds／Manuela Klinger

組（オーストラリア）。笹原健児／磯部君江組（ピッコラくらぶ）は 4 位。3 位のフラ

ンス組との得点差は 4 点です。303 ダブルは「アジアパシフィックチャンピオンシップ」のみの

表彰となります。 

 

「トップグループに入っていてスタートも悪くありませんが、上位 3 カ国の牙城をなかなか崩せない

というのが現状です。ボートスピードや上り角度が劣っているという実感があるので最終日の明日

は集中力を極限まで高め少しでも改善して、1 レースでもいいのでトップフィニッシュをしたいと思

います」（笹原選手） 

「海外選手と比べて走り負けしているなと思いますが、まだペアを組んで日が浅いのでレース毎に

意思の疎通を高め、走らせ方のタイミングなどを模索しているという感じです。最後まで笹原さんと

一緒にがんばりたいです」（磯部選手）。 

 

2.3 シングルでは、暫定 1 位の A llister Peek 選手（オーストラリア）を、江島圭選手（セイラビリティ

江の島）が追いかける展開に。またリバティサーボでは国際ハンザクラス協会会長でもある Vera 

Voorbach 選手（オランダ）が、アジアパシフィックとパラワールドの両方で首位に立っています。 



 

 

大会は明日が最終日。各クラス 2 レースが予定されており、最後まで目の離せない展開となりそう

です。表彰式は 16 時から行われます。 

 

 

 

成績➡https://www.hansaclass-hiroshima-result.com/ 

ライブ配信➡https://www.youtube.com/channel/UCEC_waRojl-wk7sJPvzO5WQ 

公式写真➡2022 Hansa World Hiroshima 

または https://www.dropbox.com/sh/6nop28d89quqk2y/AABG8XOixCxE8ErttmWLS2XKa?dl=0 

公式映像のご要望は個別にご連絡ください。 

 

【本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先】 
 

2022 ハンザクラスワールド広島実行委員会 

公式サイト：www.hansaclass-hiroshima.com 

（岸田首相からのビデオメッセージはこちらでご覧いただけます） 

メール：media.hansahiroshima2022@jsaf.or.jp 

電話：西朝子(090-1042-9262) 

大会期間中、海洋プラスチックに関する研究を行う近

畿大学工学部生物化学工学科研究チームが会場内

でパネル展示などを行った。選手はレース海面で採

取した海水を研究チームに提供し調査に協力。また

ビーチクリーンなども行い SDGs に配慮した大会を目

指した。（写真はビーチクリーンで回収したプラごみ） 

 


